
 

今月のオススメ  
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  みなさんは、図書館でのマナーを守っています 

か？ いわき市立図書館（ラトブ 4 階・5 階）か 

ら、高校生のマナーが悪いと苦情が来ているそう 

です。いわき総合生は大丈夫ですよね。市立図書 

館に限らず、公共施設や学校図書館も同じです。 

誰もが利用する施設ですので、マナーを守ってお 

互い気持ちよく利用しましょう♪ 

いわき総合高校図書委員会 平成３０年６月号 

 

≪ 夜 市 ≫  著者：恒川 光太郎   第１２回日本ホラー小説大賞受賞！ 

高校時代の同級生、裕司に連れられて妖怪たちが、細々品物を売る「夜市」 

という不思議な市場にくる。この夜市は自分が望んでいるものが手に入る。 

小学生のころ、夜市に迷いこんだ裕司は弟と引き換えに「野球の才能」を 

買う。甲子園にも出場するぐらいの才能になったが、弟を売ったことに罪悪 

感を抱き、弟を買い戻すためにまた「夜市」を訪れたが・・・・・・。 

 

この本は日本ホラー大賞受賞作ですが、怖さはそんなになくファンタジー 

要素のあるお話です。映像が自然と頭の中に浮かびやすく素直に世界観を楽 

しむことができるお話だと思っています。 

 また、奇妙な世界に入り込んだような恐ろしさとワクワク感も味わえるの 

で熱くなる季節にぴったりだと思います。この本の中には夜市の他にも「風 

の古道」というお話も入っています。このお話も異世界の様子がとてもきれ 

いに書かれていておもしろいです。一気読みができるほどの文章の量なので 

読みやすいと思います。ぜひ、読んでみてください!!        （ＳＫ）                        

 

 余 談  『夜市』は恒川光太郎さんのデビュー作品です。2005 年のデビ 

ュー作で日本ホラー小説大賞を受賞するとともに、直木賞候補にも選ばれて 

います。2006 年には『雷の季節の終わりに』で山本周五郎賞候補、2007 

年には『秋の牢獄』で吉川英治文学新人賞候補に。何度も文学賞の候補に選 

ばれています。2014 年には『金色機械』で第６７回日本推理作家協会賞受 

賞。 

 恒川さんの作品は、図書委員の作品紹介にもあるように、異世界を題材に 

したノスタルジックホラーやＳＦファンタジーの要素を含む物語が特徴です。 

恒川作品の独創的で神秘的な世界観は、一度読んだら「恒川ワールド」にハマる人が続出するそうです

よ。みなさんも恒川ワールドでワクワク、ドキドキしませんか！？ 

夏休み期間中 

  本の貸出し数は無制限です！ 

 

夏休み中は何冊でも借りられますよ。 

＊返却は始業日８月２７日（月） 

 

みんな図書館へ借りに来てね♪  

図書委員会からのお知らせ 



先生のオススメ  齋藤 尚美 先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪バカヤンキーでも 死ぬ気でやれば 世界の名門大学で戦える。 ≫  著者：鈴木 琢也 

 本の帯にある通り中学１年からグレ始め、ケンカや窃盗を繰り返し度々警察 

のご厄介になっていた著者が、世界の名門「カリフォルニア大学バークレー校」 

に合格するまでの物語です。４年前にベストセラーになり、有村架純主演で映 

画化もされた『ビリギャル』の男性版といえば分かりやすいでしょうか。 

 只、鈴木琢也さんの場合は高校を卒業したあと、１年間とび職として働いて 

います。一旦社会人として働いたあと、専門学校で情報処理の国家資格を取り、 

ＩＴ系上場企業に就職しています。そして、そこからまた米国留学を決意し、 

勉強を始めます。 

 著者は言います。「カリフォルニア大学バークレー校に入学後に出会った学 

生たちは、ひと握りの天才以外は、自分と同じく必死で努力していた。よく地 

頭などというが、どんぐりの背比べ程度の差だ」と・・・・・・。本当にでき 

る人が持っているのは「学力」というより「学ぼうとする力」だそうですよ。 

≪日野原重明 いのちと勇気のことば≫  著者：日野原 重明 

 １～１０章から成るエッセイです。いのちと勇気について問いかける形式で 

書かれています。１章「創めつづける生きかた」より“あなたが生まれたとき、 

まわりにいた人たちが、どれほど幸せにつつまれたか、想像したことがありま 

すか” 

 

✿生徒へひと言✿ 

 日野原重明さんが以前お書きになられたもので『生きかた上手』があります。 

ベストセラーになりました。この本も深いけれど読みやすいです。月に１、２ 

度いわき総合図書館に行きます。先週中・高生向けのお薦めコーナーに、この 

本が置いてあり、手に取ってみました。１章の最初から惹きつけられ、いつの 

間にか、涙が溢れていました。１０代の感受性の鋭い皆さんの心に、私達とは 

比べものにならない程大変な経験をされた著者から、私達戦後世代への“いのち”のメッセージがじわ

じわと優しく伝わってくる１冊です。 

 

💛図書だより編集部より💛 

 聖路加国際病院の名誉院長である日野原重明さんが、105 歳で亡くなられてからもうすぐ 1 年になり

ます。医師として診察にあたる傍ら、子どもたちへ”いのちの大切さ”を伝える「いのちの授業」をし

てきました。１０代へ向けて書かれた著書もたくさんあります。齋藤尚美先生が紹介してくださった

『いのちと勇気のことば』と合わせて、機会があったらぜひ読んでみてください。 

話題の本☺ 


